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田貫湖の夕暮れ（小長井正道）
湖水画はとりわけ湖沼の多いイギリスや北イタリアで多く描かれてきたが，水の多い日本でもその歴史が古い。ただ面白いのは中国の
影響を受けて生まれた日本の画風にあっては山水画より主観的な内容をもつ南画を真景図とも呼び，虚心に風景を見つめながらその記憶
を強調して描く流れがあったことだ。そういうものの例として北斎が描いた水面に移る富士山の「甲州三坂水面」がよくあげられるが，
この絵では富士は岸を軸とした正対すべき像としては描かれていないのである。写真はそういう主観的記憶を許さないので湖水写真は
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�みな平凡と見られがちだ。富士宮市にある田貫湖はもともと小さな沼だったが関東大震災によって遊水群が源となっている芝川の水量
が減ったので，河川周辺への農業用水としての用途を補うために拡張されたものだという。震災あとに知ってドキリともする現実感覚が
走る。実像と水面の虚像をずらして描いた北斎の気迫，自然と人の葛藤に思いを馳せさせることもまた，この静かな湖水写真はいざなっ
てくる。平凡とはいえ，こんな感覚をもたらすのが写真のリアリティーだろう。 （講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規）


